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復
権
モ
ノ
づ
く
り

第
一
三
共
が
買
収
し
た
イ
ン
ド
・
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
本
社

剤
型
工
夫
し
飲
み
や
す
く

武
田
薬
品
の
湘
南
研
究
所

患者・家族の負担少なく 競
争
力
強
化
へ
産
学
官
連
携

難
易
度
高
い
疾
患
に
シ
フ
ト

ゼ
リ
ア
新
薬
工
業
が
買
収
し
た
テ
ィ
ロ
ッ
ツ
フ
ァ
ー
マ
の
ジ
ー
フ
ェ
ン
工
場

　
製
薬
業
界
の
モ
ノ
づ
く

り
は
、
二
つ
の
点
で
日
々

進
化
を
続
け
て
い
る
。
最

も
重
要
な
要
素
は
、
画
期

的
な
新
薬
を
生
み
出
す

「
創
薬
」
を
め
ぐ
る
取
り

組
み
。
こ
れ
が
で
き
な
い

企
業
は
退
場
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
新
薬

を
よ
り
多
く
普
及
さ
せ
る

た
め
に
飲
み
や
す
い
形

剤
型

に
し
て
い
く
製

剤
技
術
も
重
要
だ
。
国
内

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
み
、
急
速
に
事
業
環
境

が
変
化
し
て
い
る
。
だ

が
、
創
薬
と
製
剤
技
術
の

重
要
性
は
今
後
も
変
わ
ら

な
い
。「創薬」と「製剤技術」日々 進化

▲武
田
薬
品
の
前
立
腺
が
ん
治

療
剤
「
リ
ュ
ー
プ
リ
ン
」

　
製
薬
は
売
上
高
に
占
め
る

研
究
開
発
投
資
が
約
２
割
。

大
手
企
業
で
は
数
千
億
円
レ

ベ
ル
の
投
資
を
毎
年
続
け
て

い
る
。
こ
れ
は
、
有
効
な
治

療
法
が
な
か
っ
た
疾
患
に
画

期
的
な
治
療
効
果
を
も
た
ら

す
新
薬
を
研
究
開
発
す
る
こ

と
が
製
薬
企
業
の
存
在
理
由

と
言
え
る
こ
と
を
示
す
。

　
こ
こ

年
で
製
薬
を
め
ぐ

る
環
境
は
大
き
く
変
化
し

た
。
研
究
開
発
競
争
が
激
し

く
な
り
、
新
薬
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
比
較
的
簡
単
に
新
薬
を

生
み
出
せ
た
高
血
圧
や
高
脂

血
症
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病

の
新
薬
が
出
尽
く
し
た
。
新

薬
は
特
許
が
切
れ
る
と
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク

後
発
薬

が
参

入
し
て
収
益
性
が
大
き
く
落

ち
る
た
め
、
常
に
新
薬
を
出

し
続
け
な
い
と
存
続
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
各
社
は
、
が

ん
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
よ
う
な
ア
ン
メ
ッ
ト

・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ニ
ー
ズ

有
効
な
治
療
法
が
な
い
医

療
ニ
ー
ズ

の
高
い
、
難
易

度
の
高
い
疾
患
に
シ
フ
ト
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
疾
患
で
は
、ヒ

ト
が
持
つ
免
疫
機
構
を
活
用

し
た
抗
体
医
薬
な
ど
従
来

と
違
う
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

要
る
。だ
が
、生
活
習
慣
領
域

に
強
い
国
内
企
業
は
技
術
シ

フ
ト
が
遅
れ
た
。そ
の
た
め

す
で
に
あ
る
も
の
を
採
り

入
れ
時
間
を
短
縮
す
る

第

一
三
共
の
中
山
譲
治
社
長

べ
く
２
０
０
５
年
以
降
、
新

規
技
術
や
開
発
品
を
持
つ
海

外
企
業
の
買
収
が
活
発
化
し

て
い
る
。
と
く
に
が
ん
領
域

は
大
型
買
収
が
続
い
た
。

年
に
米
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
買
収

し
た
武
田
薬
品
工
業
の
買
収

額
は
約
８
８
０
０
億
円
、
米

Ｏ
Ｓ
Ｉ
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ

ィ
カ
ル
ズ
を

年
に
ア
ス
テ

ラ
ス
製
薬
が
買
収
し
た
と
き

は
約
３
７
０
０
億
円
を
投
じ

て
い
る
。
一
方
、
第
一
三
共

は
新
興
国
に
強
い
イ
ン
ド
の

ラ
ン
バ
ク
シ
ー
・
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
ズ
を
買
収
し
た
。

　
そ
の
流
れ
は
ゼ
リ
ア
新
薬

工
業
や
久
光
製
薬
の
よ
う
な

中
堅
企
業
で
も
同
様
だ
。
ゼ

リ
ア
新
薬
は

年
に
ス
イ
ス

の
製
薬
企
業
テ
ィ
ロ
ッ
ツ
フ

ァ
ー
マ
を
約
１
２
０
億
円
で

買
収
し
た
。
テ
ィ
ロ
ッ
ツ
は

世
界
約

カ
国
で
売
れ
て
い

る
炎
症
性
腸
疾
患
治
療
剤

「
ア
サ
コ
ー
ル
」
を
持
っ
て

い
た
。
そ
れ
を
活
用
し
、
ア

ジ
ア
展
開
を
始
め
て
い
る
。

久
光
製
薬
は

年
に
は
り
薬

な
ど
経
皮
吸
収
治
療
シ
ス
テ

ム

Ｔ
Ｄ
Ｄ
Ｓ

技
術
に
強

い
米
ノ
ー
ベ
ン
・
フ
ァ
ー
マ

シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ズ
を
約
４

０
０
億
円
で
買
収
し
た
。

　
一
方
、
剤
型
を
工
夫
し

て
、
患
者
が
飲
み
や
す
く
し

た
り
服
用
回
数
を
減
ら
し
た

り
し
て
飲
み
忘
れ
を
防
ぐ
技

術
は
製
剤
技
術
と
呼
ば
れ

る
。
こ
れ
ま
で
は
「
効
く
」

薬
づ
く
り
を
優
先
し
て
さ
ほ

ど
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
高
齢
者
が
医
薬
品
の
メ

ー
ン
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
昨

今
、
必
要
な
技
術
と
し
て
存

在
感
を
高
め
て
い
る
。

　
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
が
国
内

で
最
初
に
開
発
し
た
口
腔
内

こ
う
く
う

崩
壊
錠

Ｏ
Ｄ
錠

は
、口
の

中
で
水
な
し
で
も
飲
め
る
錠

剤
。
多
孔
質
に
し
て
唾
液
が

内
部
に
入
り
や
す
く
す
る
の

が
基
本
だ
が
、
医
薬
品
の
有

効
成
分
は
血
中
の
濃
度
が
高

く
な
り
す
ぎ
て
も
低
す
ぎ
て

も
い
け
な
い
た
め
、
飲
み
や

す
く
て
も
成
分
の
放
出
は
通

常
と
同
様
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
錠
剤
の
設
計
に
蓄
積
さ

れ
た
技
術
が
要
る
と
い
う
。

　
武
田
薬
品
は
同
じ
量
の
薬

を
溶
か
し
て
効
果
を
長
続
き

さ
せ
る
「
徐
放
性
製
剤
」
の

技
術
を
使
い
、
前
立
腺
が
ん

治
療
剤
「
リ
ュ
ー
プ
リ
ン
」

の
服
用
回
数
を
毎
日
１
回
か

ら
１
カ
月
に
１
回
に
減
ら
す

こ
と
に
成
功
し
た
。
注
射
剤

の
た
め
通
院
や
苦
痛
と
い
っ

た
患
者
の
負
担
が
大
き
い

が
、
そ
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
。
現
在
は
国
内

で
は
３
カ
月
に
１
回
タ
イ
プ

が
出
て
お
り
、
欧
州
で
は
６

カ
月
に
１
回
の
製
剤
を
発

売
。
日
本
で
は
第
３
相
臨
床

試
験
を
進
め
て
い
る
。

　
ほ
か
に
も
エ
ー
ザ
イ
は
抗

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
薬
「
ア
リ

セ
プ
ト
」
で
、
高
齢
者
が
飲

み
や
す
い
ゼ
リ
ー
タ
イ
プ
を

発
売
。
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ

ー
マ
と
小
野
薬
品
工
業
の

「
イ
ク
セ
ロ
ン
パ
ッ
チ

小

野
薬
品
の
製
品
名
は
リ
バ
ス

タ
ッ
チ
パ
ッ
チ

」
は
体
の

表
面
に
貼
る
パ
ッ
チ
剤
。
介

護
す
る
側
の
家
族
な
ど
に
も

負
担
が
少
な
い
。

　
併
せ
て
、
最
近
は
大
学
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
が
持
つ
技
術
を

共
同
研
究
な
ど
の
手
段
で
活

用
す
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
盛
ん
だ
。
ア
ス
テ

ラ
ス
薬
の
畑
中
好
彦
社
長
は

「
外
に
良
い
技
術
が
あ
れ
ば

そ
れ
を
使
っ
て
低
コ
ス
ト
で

創
薬
す
る
、
と
い
う
考
え
方

が
当
た
り
前
に
な
っ
た
」
と

説
く
。

　
武
田
薬
品
工
業
は
、
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
す
る
た
め
、

年
か
ら
湘

南
研
究
所

神
奈
川
県
藤
沢

市

に
外
部
の
研
究
者
を
招

い
て
共
同
研
究
す
る
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。
自
社
の
施

設
に
招
く
ケ
ー
ス
は
珍
し
い

と
い
う
。
「
研
究
開
発
の
効

率
化
は
喫
緊
の
課
題
」

武

田
薬
品
の
長
谷
川
閑
史
社

長

で
、
有
効
な
手
段
を
探

る
試
行
錯
誤
が
始
ま
っ
て
い

る
。

　
日
本
の
創
薬
力
は
世
界
の

中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
。

世
界
の
国
別
の
新
薬
創
出
力

は
米
国
、
英
国
に
次
ぐ
第
３

位
に
あ
る
。

　
だ
が
近
年
、
開
発
競
争
の

果
て
に
新
薬
開
発
の
難
易
度

が
上
が
り
、
新
興
国
も
膨
大

な
資
金
・
人
材
を
投
入
し
追

い
上
げ
る
。
国
内
で
は
研
究

開
発
の
競
争
力
強
化
へ
産
学

官
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
連
携
を

円
滑
に
す
る
仕
組
み
作
り
が

進
み
つ
つ
あ
る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ３月２９日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


